
- 1 - 

■ 高品質生乳生産研究事業 

（1）高品質生乳生産のための生乳分析   
畜産農家の主な収入源である生乳の品質向上のため、年度ごとに当牧場で生産される

生乳の成分を分析し、比較対照することでより適正な飼養管理に資することを目的として次
の事業を実施した。 

 
【時 期】  通年  
【内 容】  より高品質な生乳生産に向けた飼養管理に資するため、生乳成分の分析

を福島県酪農業協同組合に依頼 

【分析結果】 

時期 生産量 
成    分 

搾乳頭数 
乳脂率 無脂固形分率 蛋白質率 

4 月 15,534 kg  4.36 ％ 3.32 ％ 8.88 ％ 15 頭 

5 月 15,382 kg 4.05 ％ 3.23 ％ 8.76 ％ 16 頭 

6 月 15,972 kg 4.05 ％ 3.27 ％ 8.81 ％ 15 頭 

7 月 16,135 kg 3.99 ％ 3.26 ％ 8.74 ％ 14 頭 

8 月 14,719 kg 4.10 ％ 3.34 ％ 8.85 ％ 14 頭 

9 月 14,014 kg 4.17 ％ 3.25 ％ 8.75 ％ 14 頭 

10 月 13,555 kg 4.18 ％ 3.37 ％ 8.77 ％ 14 頭 

11 月 12,307 kg 4.32 ％ 3.46 ％ 8.89 ％ 13 頭 

12 月 11,269 kg 4.39 ％ 3.45 ％ 8.92 ％ 10 頭 

1 月  8,324 kg 4.54 ％ 3.50 ％ 8.97 ％ 9 頭 

2 月  7,871 kg 4.52 ％ 3.66 ％ 9.09 ％  12 頭 

3 月  12,327 kg 4.27 ％ 3.56 ％ 8.96 ％  14 頭 

計 157,409 kg 4.25％ ※平均 3.39％ ※平均 8.87％ ※平均 13 頭 ※平均 

前年度 161,259 kg 4.25％ ※平均 3.34％ ※平均 8.86％ ※平均 13 頭 ※平均 

 

【評 価】  今年度は経産牛の更新を行い、若い牛群となったこともあって、生産乳量は昨年度

より減少した。しかしながら乳成分においては、昨年度は 5 月から 7 月の期間に 4％

を下回っていた乳脂肪率が、今年度は 7 月のみわずかに下回ったのみで、安定した成

分を維持し、高品質の生乳生産に取り組むことができた。 

これは、前年の反省を活かし、早めの暑熱対策や牛舎内のミスト設置数の増加な

ど、設備面の充実を図ったほか、品質の優れた自家生産粗飼料を、年間を通じて給

餌できたことによると考えられる。 

 


